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香川県内大学・高専連携人材育成システム
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26年度 入塾式・修了発表会
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ご挨拶

香川大学は、平成 20年 10月、「21世紀源内ものづくり塾 (以下、源内塾)」 を開設

しましたが、25年度からは香川県産業成長戦略の産業人材創出支援事業として、再出

発しています。

この度、24年度に入塾した第 5期生が 2年間の受講課程を修了し、一方、26年度と

して第 7期生を迎えることになりましたので、入塾式と修了発表会を併せて行います。

源内塾は、香川におけるものづくり企業の明日を担う人材を育成するため、単に技術

がわかるだけでなく、マーケテイングやビジネスプラン等経営マインドも養成する実践

的なプログラムにより、「売れるものづくりJが企画・開発できる若手リーダーを育成

します。

25年度以降、従来の先端分野の開発部門だけでなく、次代の経営を担う人材 (ものづ

くり分野、ベンチヤーを含む)、 イノベーションの原動力となる人材、健康関連製品の

開発を目指す人材 (文部科学省、地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健

康関連製品開発地域」)など香川のものづくり企業全般に対象を拡大しています。

このため、育成する体制について、「地域で必要な人材は、自前で育成する」を基本に、

香川大学を中心に、香川高等専門学校、徳島文理大学、香川県立保健医療大学といつた

香川県内の自然科学系の大学と高専が連携し、香川の知の総力を結集して育成に当たつ

ています。

育成システムとしては、従来の「座学」、「課題研究」、「技術経営」といつた 2年間の

育成課程をベースに、「自ら学ぶ場」の提供を通じ、受講者が「教えられる」という受

け身でなく、主体的に取り組むことを基本に育成します。

具体的には、座学による集合教育では、同期生による仲間作りを行い、マンツーマン

方式の課題研究では、指導教員との面談を通じ大学の壁を取り除き、更に技術経営では、

ゼミ形式のグループディスカッションを取り入れ、ビジネスプランをブラシュアップす

る等多様な育成手法により、問題を発見し、それを概念化する手法を学び、そして、そ

れを解決する能力を徹底して鍛えます。

源内塾では、このように、企業で、また地域で活躍する人材を

継続的に輩出していきたいと考えています。

21世紀源内ものづくり塾

曲一里
三原
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(1)主催者挨拶

司会 :香川大学社会連携・知的財産センター

特命教授 十河修二

香川大学

理事・副学長 (研究担当)早川 茂

香川県商工労働部

産業政策課長 田中 一裕

(2)事業紹介
香川大学微細構造デバイス統合研究センター

センター長 高尾 英邦

同上(3)26年度生紹介

バ リ ュー・ エ ン ジ ニ ア リン グ で    ォムロン株式会社 原価企画革新部

競争に打ち勝つものづくり!    経営基幹職    柳瀬 晃 氏

[コ メンテーター]

(1)修了牛によるビジネスプラン発表

株式会社テクノ 。インテグレーション

代表取締役  出川 通 氏

同 上(2)全体講評

香川大学工学部特命教授

(3)審査結果発表            源内塾塾長   三原 豊

(4)修了式 (祝辞と称号授与)              同 上

以 上

プログラム

1.入塾式 (15ЮO～ 1530)

2.記 念請演 (1530～ 1630)

休 憩

3。 修了発表会・修了式 (1645～ 1755)

4。 交流会 (18ЮO～ 1&30)【会場 :ステージと反対佃」のホール】



( 26年度生の募集について )

①受け入れ企業として、マイクロ・ナノ技術に関連した企業だけでなく、香川の

ものづくり企業全般に拡大 しています。

②文部科学省地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健康関連製品開発

地域」の人材育成ユニットの「ものづくリコース」と一体的に運営しています。

26年度の入塾予定者 (10名 )

① 栗山 欣也 ( 鎌長製衡株式会社 )

② 曽根 浩之 ( 四変テック株式会社 )

③ 中岡 誠司   ( 株式会社香西鉄工所 )

④ 中元 優介   ( 株式会社長峰製作所 )

⑥ 馬渕 佑一郎  ( ヨークス株式会社 )

⑦ 南 孝典    ( 大同ゴム株式会社 )

森口 真 四国計測工業株式会社 )

株式会社石垣 )

1.入 塾 式

Ｆ
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⑤ 橋本 佳典   ( 株式会社タナベ刺繍 )

③ 村上 岡」史   ( 東洋テックス株式会社 )



ュー 0エンジニアリングで刺
】茸¨ ¨一¨

―

ビ
Ｆ

リ

ン

く

メ
づ
ジ

に打ち勝争
ム

＞も
ド

の
ネ

つ
刻ロンのコ マ

柳瀬 晃 氏

〇生年月 日

1961年 1月 23日

○現 職

オムロン株式会社 グローバルものづくり革新本部
購買プロセス革新センタ 原価企画革新部

・姫路工業大学卒業 (1983年 3月 )

。オムロン株式会社 入社 (1983年 4月 )

。商品開発部門、知的財産権部門、技術本部企画推進室を経て、

購買関連部門に所属し、現在に至る。

。原価企画の導入に従事 (1997年 )

。本社購買部門で原価企画の普及に従事 (2002年 )

。コス ト開発の専門職就任 (2014年 )

○受 賞 等

。日本バリュー・エンジニアリング協会普及功労賞受賞 (2012年 )

。日本バリュー・エンジニアリング協会 VEスペシャリスト認定

(2013年 )

。日本バリュー・エンジニアリング協会 西日本支部運営委員に

就任 (2008年 )
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経営基幹職 VES

2.記 念 講 演

(1)演 題

12)講 師紹介

〇氏 名

○経 歴

○社 会活動
― ―
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1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽューエンジニアリング)

3.オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化
2)原価企日の取組み

3)部材職略。■発■買の取組み

4)饉観的なコスト競争力づくりに向けて

1933年 (田椰 年)5月 10日

1948年(昭和23年 )5月 19日

641億円(20:2撃月tat)

7,730●円(201“

“

月相・遭麟)

オムロングループ 36,842人

オムロン株式会社   4.325人

国内子会社     フ,040人

海外子会社     25,468人
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システム事業

ボディーコント
ロールユニット

バッシフエントリープッシュ
エンジンスタートシステム
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スイッチ事業

バワーウインドウスイツチ
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口
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セキュリティ事業
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駅薔機器事業
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エネルギー遠隔監視装置

アメリカ、ヨーロッパ、アジアパシフィックと中国でビジネスを展開し、工場自動化用制御機
器事業をはじめ世界80カ 国を網羅した販売ネットワークを構築。中国の大連、上海、深セ

品質な商品と現地に密着したサービスを提供しています。
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1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽユーエンジエアリング)

3.オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化

2)原価企画の取組み

3)部材戦略◆開発購買の取組み

4)継観的なコスト競争力づくりに向けて
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①饉上げをする

②■害を増やす

③コストを下げる

l-----rtrte

・1947年  GE社で「VA」誕生
・1945年  米国 国防総省が採用し、「VE」と命名
・1960年  日本企業が相次いで導入
・1965年  米国でVE法成立
・1998年  日本の建設省力

"仁
を公共工事に活用

ffifE(r,o."tion)l t t t
rZl"(cost) IIit

皿 菫1壁1菫套:

機能で捉えることで、
現状や現象から離れて、アイデアを出しやすくする

革新案＼ ・VE/
製品改善

/   
製品改善   

｀

離 のフ
‥

目的は一つでも、手段は―つとは限らない

企業経営の目的―手段体系

社会貢献 _企 業を維持
を行う   発展させる

利益を確保する3つの要件

機能とコストで価値向上

―        VE的 問題解決



VE:Value Engineering
～製品やサービスの「価値」の向上をはかる手法～

VEの定義  ―

VEとは、最低のライフサイクルロコストで、
必要な機能を確実に達成するために、

製品やサービスの機能的研究に注ぐ
組織的努力である。

使用者優先 ■ゆ羅麗:蹂諄旨盤 留静
機能本位 ■中買爾理潔島種23辮

=創造による変更■申 雛 島建現馨奥最7出哉浮¥嚢むぷる
チーム・デザイン■り 象客署遣魔ξ

家の知識を結集して

価値向上  ■ゅ婁営燿預爾離曜鷹識瑞常嘗織 な

VE対 象の情報収集 

―

それは何か

他に同じは働きをするも
のはないか

そのコストはいくらか

それはあ要な機能を確実
に果たすか

ポインター(指示棒)

「機能」からのアイデア発想で革新的なアイデア
が生まれる

「モノ」からのアイデア発想では
握手部の材料、寸法変更などのアイデアで終わつてしまう

「説明場所を示す」という機能から発想

1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽューエンジエアリング)

3.オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化

2)原価企画の取組み

3)部材戦略・開発購買の取組み

4)継続的なコスト競争力づくりに向けて

グローバル監|●室

グローパルSOM肛
=晰

ネ都

電子機●●業本部

マイクClデ バイス●彙t過本

“

贔彙
=晰

センタ

■■■新センタ

ものづくり人材口,“

エレクトロニック●メカニカルコンポーネンツ
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全社の変動費構造を革新するために、グローバルでサプライヤーとのパートナーシップ

を構築。強化しながら、原価企画・開発購買及び集中購買などを通じて製品の原価構造

を革新し事業競争力強化に貢献する

蠍 、コ梅 難撫
…

継続的に取引を強化・拡大する仕入先を明確にし、強固なパートナーシップを構築す
ることで、部材の安定調達 (Q・ D)・ 原価構造革新 (C)を 狙う

高

合

協
蘭
的
な
関
係

●
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1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽューエンジエアリング)

3。 オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化
2)原価企日の取組み

3)部材職略0開発口買の取組み

4)継観的なコスト競争力づくりに向けて

●原価発生の源流に遡って、∨Eなどの手法をとりまじえて、設

計、開発さらには商品企画の段階で原価を作り込む活動

●原価企画とは、顧客ニーズを満たす価格・性能・品質・日程・

原価目標を設定して、企画段階から設計段階を経て量産初

期段階までに目標を達成しようとする全社活動である

開発の上流段階に Eヽなどで原価を作り込む

卜 綱設計 ｀
N 

試作膊籠

企画段階から量産初期までに原価などの目標達成に向けた全社活動

層  購買プロセス革新センタの役割

工場 自勁化用

14"●●事彙
家電 i信用
電子部品事彙

自■車用
電子都贔0彙

社会システム

●彙
健康 医療
機,事業

*&o L

A+'GIT F
F5cr.n*|lr t-?r

間,テーマ毎に原価企画    グ ロー パ ル ll● 1

層]螢風崚たが“
彙を 菫」國話子翼Lマ グロ．′、′レＮ。‐・一 ↓̈一

グロ．′、′レＮ。‐・一 『テ・マ．一事業の  [
競争力向上

「

グローパルでの
コスト競争力

グローバルでの
安定調達

技術力の向上

日鴫伊 本日のご説明内容

―
      原価企画とは 原価企画実行によるFROM―TO



設定された目標原価を達成するために、商品企画から構想設計段階に
注力して原価企画に取組み、日標原価を達成する構想設計を構築している。

必要性からの
コストデザイン企口  :翠  晨常   生憲

構想設計段階で目標達成シナリオを作成し、コストを創り込んでいる。詳細設
計以降もコスト状況を見える化し、抑え込みを実行している。

● 総購入額の75%が 集中購買領域。

● 市販部材は9カテゴリで、現在約8万品番を購入中。

● 集中疇買饉崚比率

メ́ーカ 椰畠種目の彙的

放置しておけば増加していくメーカ、部品種類を集約することにより、

部材発注を集中させ、サプライヤとのWIN―ⅧNの関係を構築する。

S:最 優先

サ
SになければN

サ
●準都材メーカ
を●ni燎
サ

Wi採用捜える

率

Y:採 用掟える

葦

Z:採用不可

率
p採用不可

● 同等部品が複数存在する汎用部材領域は、ベストプライス購買を目指して、

日本中心から新興国を含めたグローバルにサプライヤを評価・選定する。

● 製品に特化される専用部材はコア部材戦略で取り組んでいく。

一
一
一

戯

一

凶
一

一一　　悧　　　̈　̈　』　・

開拓した新興国のサプライヤの品質水準とサプライヤでのリスク対策を見極め、オム

ロンでのリスク補完を実施することで、使いこなしていく。

● 採用時の品質水準の見極め

● サプライヤでのリスク対策

● オムロンでのリスク補完の

実施

8

卸瑠p 原価企画のプロセス

霞璃
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 全社標準部材の管理



テーマがスタートする前から、商品ニーズをベースに技術優位のサプライヤ探索を実

施し、パートナとなり得るサプライヤを選定し、協業を行なつていく。

;サ:,:二:1夕「・・・・
咸 ξ鶏

=簾

揚貯用     携ヶ篤たち石吉::L

グローバルでの現地生産に対応し、現地調達を拡大することで

原価低減、リードタイム短縮に加え、為替リスクを低減させる。

切籠．．い０
ス
ル

九

・プ”咸師いい
０

ス
ル

ル
ウ”咸ｍ

●新たな競合である新興国メーカーと戦つていくには、高い目標原価の達成が必須
であるが、作りこみに時間がかかり間に合つていない。

● 事業側の事業戦略・商品戦略と戦略整合した上で、部材戦略・生産戦略を構築し、
コスト競争力の棚をつくり込む。

● 重要テーマでは原価企画を実行し、3～ 5年を見越したコストを創り込み、製品の

競争力を高める。

9

」

コストマネジメントの全体像
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( 発表趣旨 )

・この発表は、源内塾の育成プログラムである「MOT(技術経営)事例研究」の育成の

締めくくりとして行います。

・源内塾では、「売れるものづくり」の企画 0開発ができる人材の育成を目指しており、

MO丁教育として、学問的な意義付けを学習するMO丁基礎から個別企業の取り組みを

調査・分析するMO丁事例研究まで、体系的に育成しています。

・ 特に、実践面重視の観点から、塾生がそれぞれ考えた「商品」をテーマとしてビジネス

プラン作成にチャレンジし、本国その成果を発表 します。

・発表内容は、あくまでも塾生がスキルアップを目指 し作成 した個人的なプランであり、

個別企業の事業活動等とは、特に関係ありません。

発 表 プ ロ グ ラ ム  ※発表時間・・・ひとり9分 (発表 ア分 質疑 2分 )

(1)。 光干渉断層計装置の開発と事業化計画

温度を色で記録できるパッケージの
開発事業

タブレットP⊂ を活用 した酪農向け

総合システムの事業化計画
株式会社コヤマ 。システム

稲村 潤一

0。 星諄酢生渕 能冒
視した

10

3。 修 了発 表 会・修了式

タイ トル 発表者 掲載へ
°―デ

株式会社レクザム

山本 大地

覇
囃

株
嚇  旧

15
Ｌ
Ｆ

Ｉ

旭洋鉄工株式会社

岡田 嘉之
17



目次

日会社概要

口背景
■測定原理

■鬼言男14ヒ

ロ製品の顧客ベネフィット

ロビジネスモデル

■市場分析

■売上。収支予測

口
・

計測原理

参照ミラー
光の波の性質を利用し、参照側とサンプルの

時間的変化を検出し、画像に換算する。

■
日

■
１

2014年5月 20日

源内ものづくり塾 5期生

株式会社レクザム

山本 大地

■

会社概要

社名    株式会社レクザム

創業    昭和28年 12月

資本金   4、 880万 円

従業員   9K10名

代表者   岡野晋滋

事業内容  エレクトロニクス応用製品

自動車部品、精密機械加工品

スキー・スノーボードプーツ

ビール

1先計測・画像処理技術

背景

3大眼疾患

い
貴斑変性

可

:竪 毀 響 麗

の

11験

。

潜在患者 約400万人

高齢化に伴い患者数の増

1早
期発見・早期治療が

,三 |

どが懸念されている。

1失明を防ぐ事が可能に

背景

従来の検査……眼底カメラにて診断

しかし、眼球内を平面口的に観察する為

初期段階の診断が困難。

尋

光干渉断層計装置

〔
眼疾患(網膜疾患)の 早期発見が可能になる

〕

眼底像 引用■― 爛ヽ
“
´

會

網瞑

眼底断層像 蝸先"暉 ……

光干渉断層計装置の

開発と事業化計画



約5秒

Y方向

従来製品との差別化
従来               本製品

縁内障 (眼圧値の上昇)診断に

光干渉断層計と口FF許

ビジネスモデル

腱品連観

甕請ツ
酢    中

製品の顧客ベネフィット

・価格

地域診寝所で高いレベルの診察を

・地域診療所でも眼疾患の早期発見が可能に

。高齢者の通院負担を低減

・機能

-

・測定時間が短くなることで患者様の負担を軽減

・眼圧測定機能付加で検査回数・機器間の移動を軽減

約17万   ■占口  1ロ

販売台数

1000台 (1施設に1台 )

販売開始から5年 でシェア10%を 目標とする。

売上・収支予測

¨

¨

¨

¨
。

¨

12

・
差月1化  ~~

設備投資費削減 約7096

省スペース化   約6096

測定時間の低減  約75%



温度を色で記録できる

パッケージの開発事業

2014‐Jl"ロ

源内ものづくり塾 5期生

◎柔:1苦言式F社

:会社糧要

2事業背景

3事業目的

4技術と差別化

5製品市場

6ビジネスモデル

7ロードマップ

rt 3 =EIlra:tlltI r ant xtFE2o6

't 
t - ft:r-*tl lt t!!ts

n4
!s oa|I€mE;el

ottt Pl .-2 t-

O|l€rltrta-{PI

事業背景

■温度管理を必要とされる製品の状態を目

視で確認できる簡易センサを包装材料に

付加出来ないだろうか ?

摯 |

・ 連光性を必要とするパッケージでは、開封

する又は、触手 (商品にダメージ)を行うま

で内容物の状態を確認することができな

●色調による温度管理情報の表示が可能
になれば、パッケージを目視により安心・

安全がわかる。

 ◎ ●     6

13

事業目的
′もウージに印●Ijるインキに温度センサ機能を付加し温

度情薇を表示する。

日魔したインキ (温度壼化により発色、消える)を付加薔住

とし、市場拡大を目指す。

5

:  :     E

い°
光  再



製品市場
■冷凍食品のパッケージに採用した場合

一一「

ロ

2013年  2014年 12015年  2016年  2017年  2018年

ビジネスモデル   =霊 iぃ

三和工築‖
パッケージのデザイン・印刷・加工

業

、
　

事

「Ｌ

コ̈̈
ｍ輌側ｍ
ａ仰 初年度   2年 目   3年 目   4年 目   5年 目

売上    0     ∞o    9oo    l,o"   3.輌
費用    αЮ    150    4"    600    1■ Ю

ヌll■奎 | ●∞   450    ∞    
…

   2.6‰
)

損益予測

Ｌ

呻

Ｌ

　『

Ｌ

．

14

ヽ



会社概要

会社名    株式会社コヤマ・ システム

設立     1989年 11月

資本金     1000万 円

従業員数    20名
代表者    小山 敏則

事業内容    ITに よる顧客価値創造支援業

組込み型を中心とした

ソフ トウエア開発

及び、それらの関連事業

目次

・ 会社概要
o事業背景

・ 基礎技術

・ 皇自分1化
o顧客ベネフイット
oビジネスモデル

●ロードマップ

・ 市場分析

・ 収支予測

事業背景

獣医師      畢       削蹄師

データ活用でヮンランク上の安心 。安全を

鬼豊男J化

oデータ蓄積
→約 7万頭の削蹄カルテデータ (販売開始から1年 )

→ ビックデータとして活用 (従来は1ユーザ内のみ)

・蹄病減少の実効果
→見える化で蹄病が 1/4に減少した実績あり

0多様なデータ形式に柔軟に対応
→導入済システムとのデータ連携がスムーズ

導入コス ト削減 (既存システムをそのまま使用)

運用コス ト削減 (データ入カスタッフ減、ベーバーレス)

基礎技術

タブレッ ト端末のアプリ開発

(Windows/Android/iOS) □ёX
クラウド・Webア プリ開発 クラウド

×   2●
オ
里

インターフェース技術    三日 ″  ]

15

タプレット端末を活用 した

酪農向け総合システム開発と

事業化計画

2014年 5夕12011

21世紀源内ものづくり塾 5期生

株式会社コヤマ・ システム

稲村 潤一

現場の

簡単・快適・便利

既存商品・ 削蹄電 rカ ルテ

削
▲ 日



顧客ベネフィット

オツ撃  労帰寧   暮鐙   分析力  携帯性   価格

削レポ

競合A

競合B

○

　

○

△
　
　
△

〇

　

〇

一　

　

〇

世

ｈ
Ｑ

ビジネスモデル

∫
効サ・ビス一彰彰彰》

メーカー

論

ソフトウエア

開発・保守

tr- l'r <'y J
1期 2期 3期 4期以降

削

蹄

師

削蹄カルテ

J
睾

クラウドサービス
開始

獣

医

師

獣医師カルテ

開発
(デ ータ蓄積)

酪

農

家

データ連携

クラウ ド構築

市場分析
頭1 -戸当たり飼養頭数

蒲

ご清聴ありがとうございました

収支予測

К‖「II
‐単年度売上

‐単年度利益

十累積利益

16

7/12

美味しくて品質がいい牛乳=競争力UP

当システム ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

○

地域傾向 。遺伝的傾向 現場でチェック、アクション

里2

□
ブレット+

一 購入

- 使用料

-

-運用ノウハウ

9/2 1° /P

― 都府県

ヨ言言ヨ書ヨ替書ヨヨロロ言ロミロ員酔度〕

酪農の大規模化が進む十TPP妥結

尋

生産性向上、競争力UPが求められる

rs,ooo f--
ioP00 t------------ -J

砒購
6卿 ω

●●ρ00)

マ/12



澤内甍5鍛
=ビ

ジネスプラン

'表
会

H26年 5月 20日 (火 )

日常生活における作業性を重視した
車椅子用テーブルの事業化

源内塾 5期生

旭洋鉄工榊

岡田 嘉之

会社概要

事業背景

従来の商品

新開発の商品

新技術

他社との比較

ビジネスモデル

市場性

売上・収支予測

旭洋鉄工株式会社
～鉄の加工て創業91周 年～

機械の徹類 サイズを固わない
多品種少量生産が強み

既存の製品では商品質 綸期饉守
納品後のクレームはぼo96

十

・地域社会に貢献(理念)

メーカになる(目 根 )

車格子利用者が抱える不満

車綺子は必ず片手、両手で操作

利用者の身体の状態による作業範囲 疲労

走行のあの視界、車幅の確保

車椅子利用者がすぐに目的の作業が出来る。
(本 当のニーズ)

17
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３

素早く簡単 片手で作業

ヽ



走行性    ◎     ◎    x    △

作業性    ◎     ×    o    ◎

接続性    ◎     O    △    △

介護保険   O     X    O    ×

臨 1酬蒲 1～ 3用 1趾、170川

3Dデータによる作業位置の最適化

基本部品
‐

個人部品

多品種少量生産が得意な
弊社のコア技術により生産が可能

・3Dデータから利用者の状態を算出

・基本、個人部品の位置の最適化
基本部品…・アーム・鞄
個人部品…・車椅子との接合部分
(利 用者一人一人に合わせて、

高さ、向きを最適化)

・香川大学・香川高専と共同研究

●

一／一／一
一̈

ｒ・ノⅣ・・・脚師

・海外を含めると20万人となり
300億 円の規模となる。

テーブル
利用者 予定者

市場性

80万人の車椅子利用者の3割の
24万人がテーブルを使用するとする。

(千人 )

300

・初期購入者である16%がターゲット

・39万人の利用者

50億 円規模の市場性

一

γ

¨

を
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他社との比較

商品 本製品 鞄 テープル ロボツト
ア・ム

ビジネスモデル
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